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(54)【発明の名称】 アクティブマトリクス型表示装置およびその駆動方法

(57)【要約】
【課題】  アクティブマトリクス型表示装置で動画表示
時の残像を減少させるための疑似インパルス表示を、駆
動信号周波数の増大やバックライト機構の変更なしに可
能とする。
【解決手段】  信号線２Ｘと走査線２Ｙとの交差部付近
に液晶容量４を形成し、画像の表示を行う。液晶容量４
に対しては、表示時の電位差保持のために補助容量５を
設ける。補助容量５の両端の電極のうちの一方の補助容
量電極８は、液晶容量４の両端の電極のうちの一方であ
る絵素電極７とともに、スイッチング素子３に接続され
る。補助容量５の他方の電極には、補助容量ドライバ９
によって、走査線２Ｙでスイッチング素子３が選択的に
導通して信号線２Ｘからの映像信号で液晶容量４および
補助容量５が充電された後、一定時間経過後に液晶容量
４による表示の輝度が低下する方向に変化する信号が与
えられ、疑似的なインパルス表示を行うことができ、残
像特性を改善することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  複数の信号線と複数の走査線とが相互に
交差するように形成され、各交差部にスイッチング素子
が配置されて形成されるアクティブマトリクスが形成さ
れ、スイッチング素子は走査線の走査信号に従って、１
垂直期間内の一定の期間だけ選択的に導通状態となり、
導通状態のスイッチング素子を介し、各交差部近傍に配
置される絵素容量が信号線の映像信号に従って駆動さ
れ、絵素容量の充電状態に応じて画像表示が行われると
ともに、各絵素容量毎に、一端がスイッチング素子に接
続され、他端が補助容量線に接続される補助容量を有す
るアクティブマトリクス型表示装置において、
駆動用のスイッチング素子が走査線の走査信号に従って
遮断状態となっている期間中に、補助容量線を、予め定
める期間だけ表示輝度が減少するように駆動するドライ
バを含むことを特徴とするアクティブマトリクス型表示
装置。
【請求項２】  複数の信号線と複数の走査線とが相互に
交差するように形成され、各交差部にスイッチング素子
が配置されて形成されるアクティブマトリクスが形成さ
れ、スイッチング素子は走査線の走査信号に従って、１
垂直期間内の一定の期間だけ選択的に導通状態となり、
導通状態のスイッチング素子を介し、各交差部近傍に配
置される絵素容量が信号線の映像信号に従って駆動さ
れ、絵素容量の充電状態に応じて画像表示が行われると
ともに、各絵素容量毎に、一端がスイッチング素子に接
続され、他端が補助容量線に接続される補助容量を有す
るアクティブマトリクス型表示装置において、
駆動用のスイッチング素子が走査線の走査信号に従って
遮断状態となっている期間中に、補助容量線を、映像信
号と同極性で予め定める振幅を有する信号を１垂直期間
内に少なくとも１度与えるように駆動するドライバを含
むことを特徴とするアクティブマトリクス型表示装置。
【請求項３】  前記補助容量は、駆動用のスイッチング
素子を選択する走査線に関し、隣接する複数の走査線毎
に分けられる複数個ずつの群を形成し、
前記ドライバは、各群の補助容量に接続される補助容量
線を同時に駆動するように、各群毎に設けられることを
特徴とする請求項１または２記載のアクティブマトリク
ス型表示装置。
【請求項４】  前記ドライバによって駆動される補助容
量線は、
各走査線と並走するように形成されることを特徴とする
請求項１～３のいずれかに記載のアクティブマトリクス
型表示装置。
【請求項５】  前記アクティブマトリクスは、各走査線
から走査信号が与えられるスイッチング素子によって駆
動される補助容量の前記他端が接続される補助容量線
が、該走査線に隣接する走査線を兼用するよう形成さ
れ、
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前記ドライバは、各補助容量用の駆動と、隣接する走査
線に接続されるスイッチング素子に対する走査用の駆動
とを、行うことを特徴とする請求項１～３のいずれかに
記載のアクティブマトリクス型表示装置。
【請求項６】  複数の信号線と複数の走査線とが相互に
交差するように形成され、各交差部にスイッチング素子
が配置されて形成されるアクティブマトリクスが形成さ
れ、スイッチング素子は走査線の走査信号に従って、１
垂直期間内の一定の期間だけ選択的に導通状態となり、
導通状態のスイッチング素子を介し、各交差部近傍に配
置される絵素容量が信号線の映像信号に従って駆動さ
れ、絵素容量の充電状態に応じて画像表示が行われると
ともに、各絵素容量毎に、一端がスイッチング素子に接
続され、他端が補助容量線に接続される補助容量を有す
るアクティブマトリクス型表示装置の駆動方法におい
て、
該スイッチング素子が走査線の走査信号によって遮断状
態となっている期間中の予め定める期間だけ、該スイッ
チング素子に接続される絵素容量の充電状態が表示輝度
の減少側に変化するように、該補助容量線を駆動するこ
とを特徴とするアクティブマトリクス型表示装置の駆動
方法。
【請求項７】  複数の信号線と複数の走査線とが相互に
交差するように形成され、各交差部にスイッチング素子
が配置されて形成されるアクティブマトリクスが形成さ
れ、スイッチング素子は走査線の走査信号に従って、１
垂直期間内の一定の期間だけ選択的に導通状態となり、
導通状態のスイッチング素子を介し、各交差部近傍に配
置される絵素容量が信号線の映像信号に従って駆動さ
れ、絵素容量の充電状態に応じて画像表示が行われると
ともに、各絵素容量毎に、一端がスイッチング素子に接
続され、他端が補助容量線に接続される補助容量を有す
るアクティブマトリクス型表示装置の駆動方法におい
て、
該スイッチング素子が走査線の走査信号によって遮断状
態となっている期間中、映像信号と同極性で予め定める
振幅を有する信号を１垂直期間内に少なくとも１度与え
るように、該補助容量線を駆動することを特徴とするア
クティブマトリクス型表示装置の駆動方法。
【請求項８】  前記絵素容量は、対向する電極間に液晶
層を有し、
該液晶層は、電極間に印加する電圧が小さいときに表示
輝度が高く、電圧が大きいときに表示輝度が低くなるよ
うに、ノーマリホワイトの表示モードを用いて表示を行
うことを特徴とする請求項６または７記載のアクティブ
マトリクス型表示装置の駆動方法。
【請求項９】  前記スイッチング素子が遮断状態となっ
ている期間中の予め定める期間は、
前記走査線の走査信号によって各スイッチング素子が選
択的に導通状態となる周期の１０％以上で７０％以下の
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間であることを特徴とする請求項６～８のいずれかに記
載のアクティブマトリクス型表示装置の駆動方法。
【請求項１０】  前記補助容量線の駆動は、前記補助容
量を介して生じる絵素容量の両端の電極間の総変動電位
△Ｖｃｓの絶対値｜△Ｖｃｓ｜が、該絵素容量で表示を
行うときの中間輝度表示電圧をＶｃとし、絵素容量の総
容量値をＣｐ、補助容量の容量値をＣｃｓとするとき、
｜△Ｖｃｓ｜ ＞ Ｖｃ × Ｃｐ ／ Ｃｃｓ
の条件を満たすように行うことを特徴とする請求項６～
９のいずれかに記載のアクティブマトリクス型表示装置
の駆動方法。
【請求項１１】  前記補助容量線の駆動は、初期段階で
オーバシユート電圧を印加して行うことを特徴とする請
求項６～１０のいずれかに記載のアクティブマトリクス
型表示装置の駆動方法。
【請求項１２】  前記補助容量線の駆動は、多段階のス
テップ状に電圧を変化させて行うことを特徴とする請求
項６～１０のいずれかに記載のアクティブマトリクス型
表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、液晶などを用いて
アクティブマトリクス型の画像表示、特に動画像の表示
を行う際に好適なアクティブマトリクス型表示装置およ
びその駆動方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来から、テレビジョン放送の受信機や
コンピュータ装置のディスプレイには、陰極線管（ＣＲ
Ｔ）や液晶表示装置（ＬＣＤ）が用いられている。画像
表示を行う液晶表示装置では、マトリクス状に配列した
絵素電極を選択駆動することによって、表示画面上に表
示パターンが形成される。選択された絵素電極と、これ
に対向する対向電極との間に電圧が印加されると、これ
らの電極の間に介在する液晶の光学的変調が行われ、表
示パターンとして視認される。絵素電極の駆動方式とし
ては、個々の独立した絵素電極をマトリクス状に配列
し、各絵素電極のそれぞれにスイッチング素子を接続し
て駆動するアクティブマトリクス駆動方式が知られてい
る。絵素電極を選択駆動するスイッチング素子として
は、ＴＦＴと略称される薄膜トランジスタや、ＭＩＭと
略称される金属と絶縁膜と金属とを組合せたスイッチン
グ素子等が一般に知られている。
【０００３】液晶表示装置は、静止画像の表示ばかりで
はなく、動画像の表示にも利用される。しかしながら、
動画像表示においては、残像が顕著に表れ、動きのある
映像が尾を引くように見えてしまうという問題がある。
この残像の問題は、一般的に用いられている液晶の応答
性が数１０ｍ秒と遅いことが主な原因であるとされてい
る。この問題を解決するため、応答速度の速い液晶の開
発が進められている一方で、特開平４－２８８５８９号

4
公報に示されているように、絵素電極に印加する電圧を
予めその変化を強調するように補正して、液晶の応答が
遅い問題を補正するような工夫が行われている。また、
特開平９－２５８１６９号公報でも、動画を表示する場
合に、液晶に加える電圧を予めその変化を強調するよう
に補正して残像特性を改善する考え方が示されている。
【０００４】しかし、近年、この残像の問題は、液晶の
応答性の問題だけではなく、人間の視覚的な残像効果に
よることが判ってきている。つまり、一般的な液晶表示
装置は、絵素電極に書込まれる電圧情報を、次の書込み
までの１垂直走査期間、絵素電極と絵素電極に対向する
対向電極との間の絵素容量で保持するホールドモードの
表示素子であるため、人間の視覚に残像を生じやすくな
っている。新しい情報が絵素に書込まれても、前の垂直
走査期間で書込まれるフレームの古い情報が人間の目に
は残像として認識されてしまう。これに対してＣＲＴで
の画像表示では、画面上に電子ビームが当たった瞬間だ
け情報を表示し、他の期間はなにも表示しない黒表示と
なるので、人間の目には残像として認識されにくい。し
たがって、液晶表示装置で高速動画を実現するために
は、ＣＲＴのように、１垂直走査期間の一部分のみで情
報を表示し、他の部分では何も表示しない黒表示を行
い、インパルスモードに近付ける必要がある。
【０００５】図１７は、疑似インパルスモードで液晶の
残像特性を改善する１つの考え方を示す。液晶表示を、
透過型で行う際には、バックライトを点灯させる必要が
ある。バックライトを、垂直走査信号の１周期間の一部
で消灯させると、実質的に黒表示を行うことができる。
特開昭６４－８２０１９号公報には、１フレーム分の画
像を表示するために液晶を駆動する１フレーム期間を、
複数の走査線Ｙ１，Ｙ２，…に走査信号を順次与える１
垂直期間と、駆動される液晶で表示が行われるまでの液
晶応答期間と、バックライト点灯期間とに分けて、バッ
クライトを１フレーム期間の一部分のみ点灯させる考え
方が開示されている。特開平１１－２０２２８５号公報
や特開平１１－２０２２８６号公報にも、バックライト
を部分的に消灯させる考え方が開示されている。
【０００６】図１８は、液晶表示装置で疑似インパルス
モードの表示を行う他の考え方を示す。たとえば特開平
９－１２７９１７号公報や特開平１１－１０９９２１号
公報には、１フレーム期間を１垂直期間と黒書込み期間
とに分け、１垂直期間内に本来の画像表示用の映像信号
の書込みを行い、黒書込み期間内には各絵素に黒信号を
書込む工夫が示されている。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】特開平４－２８８５８
９号公報や特開平９－２５８１６９号公報に示されてい
るような、絵素容量に印加する電圧を予めその変化を強
調するように補正して液晶の応答性を改善しようとして
も、人間の視覚的な残像効果を改善することはできな
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い。図１７に示すように、バックライトを消灯させて疑
似インパルスモードの表示を行う場合、特開昭６４－８
２０１９号公報に示される先行技術では、バックライト
は表示部全面が同時に消灯する。このため、表示領域の
全部の絵素に信号を書込む垂直期間と、さらに最後に走
査され信号が書込まれた絵素の液晶が充分に応答するま
での液晶応答期間後に、バックライトを点灯する必要が
ある。つまり、１走査線当りに割当てられる走査時間
は、バックライトを消灯しない通常の場合と比較し、短
縮する必要がある。たとえば、１フレーム期間の１／３
の時間をバックライト点灯に当て、１／３の時間を液晶
の応答に当てる場合、１垂直期間として割当てられる走
査時間は通常の１／３になってしまう。これは３倍の駆
動周波数での表示に相当し、配線抵抗やＴＦＴのスイッ
チング能力、ドライバの能力、そしてバックライト機構
に多大なる負荷が加わることになり、表示品位の劣化
や、コスト増大の問題につながる。また、特開平１１－
２０２２８５号公報や特開平１１－２０２２８６号公報
に示されているように、複数本のバックライトを順次点
滅させることで、液晶の応答に当てる時間を短縮し、垂
直期間としての走査時間を大きく取る工夫も提案されて
いる。しかしながら、この先行技術でも、従来よりも走
査のための垂直期間が短くなることは変わらず、またバ
ックライト機構のコストアップも問題となる。
【０００８】図１８に示すように、絵素に黒信号を書込
み、疑似インパルスモード表示をさせる場合も、１フレ
ーム期間の半分程度を黒信号書込み期間に割当てる必要
があるので、実際の駆動周波数が増大して、バックライ
トを消灯する先行技術と同様の問題が生じる。この対策
として、特開平９－１２７９１７号公報に示されている
ように、黒信号の印加用の信号線と走査線とを設けるよ
うな提案もあるけれども、配線数の増加による歩留りの
低下や、ドライバ数の増加、ソースドライバのコストア
ップなどが問題となる。さらに、特開平１１－１０９９
２１号公報のように、表示部を分割して黒表示と映像表
示とを交互に行うような提案もなされているけれども、
回路系が複雑となり、また信号用のドライバ数が増加す
ることでコストアップにつながる問題がある。
【０００９】本発明の目的は、配線数の増加や駆動周波
数の増大を伴わずに絵素に黒信号を書込み、疑似インパ
ルスモード表示をさせることができるアクティブマトリ
クス型表示装置およびその駆動方法を提供することであ
る。
【００１０】
【課題を解決するための手段】本発明は、複数の信号線
と複数の走査線とが相互に交差するように形成され、各
交差部にスイッチング素子が配置されて形成されるアク
ティブマトリクスが形成され、スイッチング素子は走査
線の走査信号に従って、１垂直期間内の一定の期間だけ
選択的に導通状態となり、導通状態のスイッチング素子
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を介し、各交差部近傍に配置される絵素容量が信号線の
映像信号に従って駆動され、絵素容量の充電状態に応じ
て画像表示が行われるとともに、各絵素容量毎に、一端
がスイッチング素子に接続され、他端が補助容量線に接
続される補助容量を有するアクティブマトリクス型表示
装置において、駆動用のスイッチング素子が走査線の走
査信号に従って遮断状態となっている期間中に、補助容
量線を、予め定める期間だけ表示輝度が減少するように
駆動するドライバを含むことを特徴とするアクティブマ
トリクス型表示装置である。
【００１１】本発明に従えば、複数の信号線と複数の走
査線とが相互に交差し、各交差部にスイッチング素子が
配置されてアクティブマトリクスが形成される。各交差
部近傍には、絵素容量および補助容量が形成される。補
助容量は、一端がスイッチング素子に接続され、他端が
補助容量線に接続される。スイッチング素子は、走査線
の走査信号に従い、１垂直期間内の一定の期間だけ選択
的に導通状態となる。スイッチング素子が導通状態とな
ると、絵素容量および補助容量が信号線の映像信号に従
って充電され、絵素容量の充電状態に応じて画像表示が
行われる。スイッチング素子が走査線の走査信号に従っ
て遮断状態となっている期間中に、スイッチング素子を
介さないで、ドライバによって補助容量線を、補助容量
を介して絵素容量に対し、予め定める期間だけ表示輝度
が減少するように駆動するので、一旦絵素容量が信号線
の映像信号に従って充電されて画像表示を行う状態にな
っても、補助容量を介する絵素容量へのドライバの駆動
によって表示輝度が減少し、疑似的なインパルス表示を
行うことができる。補助容量は、従来から絵素容量のみ
による充電量の不足を補って画質を改善するために用い
られており、この補助容量を残像特性改善のためにも利
用することができるので、アクティブマトリクスへの信
号線の新たな追加や絵素の駆動周波数の上昇、バックラ
イトの点滅や分割の制御などを行わなくても、動画表示
の画質を改善することができる。
【００１２】さらに、本発明は、複数の信号線と複数の
走査線とが相互に交差するように形成され、各交差部に
スイッチング素子が配置されて形成されるアクティブマ
トリクスが形成され、スイッチング素子は走査線の走査
信号に従って、１垂直期間内の一定の期間だけ選択的に
導通状態となり、導通状態のスイッチング素子を介し、
各交差部近傍に配置される絵素容量が信号線の映像信号
に従って駆動され、絵素容量の充電状態に応じて画像表
示が行われるとともに、各絵素容量毎に、一端がスイッ
チング素子に接続され、他端が補助容量線に接続される
補助容量を有するアクティブマトリクス型表示装置にお
いて、駆動用のスイッチング素子が走査線の走査信号に
従って遮断状態となっている期間中に、補助容量線を、
映像信号と同極性で予め定める振幅を有する信号を１垂
直期間内に少なくとも１度与えるように駆動するドライ
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7
バを含むことを特徴とするアクティブマトリクス型表示
装置である。
【００１３】本発明に従えば、複数の信号線と複数の走
査線とが相互に交差し、各交差部にスイッチング素子が
配置されてアクティブマトリクスが形成される。各交差
部近傍には、絵素容量および補助容量が形成される。補
助容量は、一端がスイッチング素子に接続され、他端が
補助容量線に接続される。スイッチング素子は、走査線
の走査信号に従い、１垂直期間内の一定の期間だけ選択
的に導通状態となる。スイッチング素子が導通状態とな
ると、絵素容量および補助容量が信号線の映像信号に従
って充電され、絵素容量の充電状態に応じて画像表示が
行われる。スイッチング素子が走査線の走査信号に従っ
て遮断状態となっている期間中に、スイッチング素子を
介さないで、ドライバによって補助容量線を、補助容量
を介して絵素容量に対し、映像信号と同極性で予め定め
る振幅を有する信号を１垂直期間内に少なくとも１度与
えるように駆動するので、一旦絵素容量が信号線の映像
信号に従って充電されて画像表示を行う状態になって
も、補助容量を介する絵素容量へのドライバの駆動によ
って表示輝度が減少し、疑似的なインパルス表示を行う
ことができる。補助容量は、従来から絵素容量のみによ
る充電量の不足を補って画質を改善するために用いられ
ており、この補助容量を残像特性改善のためにも利用す
ることができるので、アクティブマトリクスへの信号線
の新たな追加や絵素の駆動周波数の上昇、バックライト
の点滅や分割の制御などを行わなくても、動画表示の画
質を改善することができる。
【００１４】また本発明で前記補助容量は、駆動用のス
イッチング素子を選択する走査線に関し、隣接する複数
の走査線毎に分けられる複数個ずつの群を形成し、前記
ドライバは、各群の補助容量に接続される補助容量線を
同時に駆動するように、各群毎に設けられることを特徴
とする。
【００１５】本発明に従えば、補助容量を介して絵素容
量に対して行う疑似インパルス表示のための駆動を、隣
接する複数の走査線毎に併せて行えばよいので、ドライ
バの数を減少させ、コスト低減を図ることができる。
【００１６】また本発明で前記ドライバによって駆動さ
れる補助容量線は、各走査線と並走するように形成され
ることを特徴とする。
【００１７】本発明に従えば、各補助容量は、一端が各
走査線の走査信号が与えられるスイッチング素子に接続
され、他端が各走査線と並走する補助容量線に接続され
る。補助容量を介する疑似インパルス表示は、ドライバ
が補助容量線を介して絵素容量の充電状態を変化させ、
輝度が減少するように駆動して行うことができる。
【００１８】また本発明で前記アクティブマトリクス
は、各走査線から走査信号が与えられるスイッチング素
子によって駆動される補助容量の前記他端が接続される
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補助容量線が、該走査線に隣接する走査線を兼用するよ
う形成され、前記ドライバは、各補助容量用の駆動と、
隣接する走査線に接続されるスイッチング素子に対する
走査用の駆動とを、行うことを特徴とする。
【００１９】本発明に従えば、アクティブマトリクスの
走査線には、絵素容量および補助容量を信号線の表示信
号に従って充電するスイッチング素子と、隣接する走査
線の走査信号に従って充電される補助容量の両端のう
ち、スイッチング素子に接続されている一端側とは異な
る他端側が接続される。各走査線を駆動するドライバ
が、各スイッチング素子を選択的に導通状態として絵素
容量と補助容量とを充電する走査信号と、隣接する走査
線の走査信号によって充電される絵素容量および補助容
量の充電状態を、その絵素容量を介して輝度を減少させ
るように変化させるようにする駆動とを行うことによっ
て、走査線と信号線とから成るアクティブマトリクス
で、疑似インパルス表示を行うことができる。
【００２０】さらに本発明は、複数の信号線と複数の走
査線とが相互に交差するように形成され、各交差部にス
イッチング素子が配置されて形成されるアクティブマト
リクスが形成され、スイッチング素子は走査線の走査信
号に従って、１垂直期間内の一定の期間だけ選択的に導
通状態となり、導通状態のスイッチング素子を介し、各
交差部近傍に配置される絵素容量が信号線の映像信号に
従って駆動され、絵素容量の充電状態に応じて画像表示
が行われるとともに、各絵素容量毎に、一端がスイッチ
ング素子に接続され、他端が補助容量線に接続される補
助容量を有するアクティブマトリクス型表示装置の駆動
方法において、該スイッチング素子が走査線の走査信号
によって遮断状態となっている期間中の予め定める期間
だけ、該スイッチング素子に接続される絵素容量の充電
状態が表示輝度の減少側に変化するように、該補助容量
線を駆動することを特徴とするアクティブマトリクス型
表示装置の駆動方法である。
【００２１】本発明に従えば、アクティブマトリクス型
表示装置では、複数の信号線と複数の走査線とが相互に
交差し、各交差部にスイッチング素子、絵素容量および
補助容量がそれぞれ形成される。補助容量は、一端がス
イッチング素子に接続され、他端が補助容量線に接続さ
れる。各スイッチング素子は、走査線の走査信号によっ
て１垂直期間内の一定の期間だけ選択的に導通状態とな
り、信号線の映像信号で絵素容量および補助容量を充電
する。絵素容量の充電状態に従って画像表示が行われ、
補助容量は絵素容量の充電状態を補強する。スイッチン
グ素子が走査線の走査信号によって遮断状態となってい
る期間中の予め定める期間だけ、スイッチング素子を介
さないで、補助容量を介して絵素容量の充電状態が表示
輝度の減少側に変化するように、補助容量線を駆動する
ので、絵素容量による表示は１垂直期間内の一部で行わ
れ、疑似インパルス表示を行うことができる。補助容量



(6) 特開２００１－２６５２８７

10

20

30

40

50

9
は、アクティブマトリクス型表示装置で１垂直期間内で
補助容量の両端の電極間の電圧をほとんど変化しないよ
うにするために従来から用いられている。この補助容量
を利用して、１垂直期間内に部分的な表示輝度の減少期
間を設けて疑似インパルス表示を行うので、１垂直期間
内で走査期間を短くして輝度減少のための強制的な表示
期間を設ける必要はなく、またバックライトなどの制御
も行う必要がなく、従来のアクティブマトリクス型表示
装置の構成をほとんど変えずに、疑似インパルス駆動に
よる動画表示性能の向上を図ることができる。
【００２２】さらに本発明は、複数の信号線と複数の走
査線とが相互に交差するように形成され、各交差部にス
イッチング素子が配置されて形成されるアクティブマト
リクスが形成され、スイッチング素子は走査線の走査信
号に従って、１垂直期間内の一定の期間だけ選択的に導
通状態となり、導通状態のスイッチング素子を介し、各
交差部近傍に配置される絵素容量が信号線の映像信号に
従って駆動され、絵素容量の充電状態に応じて画像表示
が行われるとともに、各絵素容量毎に、一端がスイッチ
ング素子に接続され、他端が補助容量線に接続される補
助容量を有するアクティブマトリクス型表示装置の駆動
方法において、該スイッチング素子が走査線の走査信号
によって遮断状態となっている期間中、映像信号と同極
性で予め定める振幅を有する信号を１垂直期間内に少な
くとも１度与えるように、該補助容量線を駆動すること
を特徴とするアクティブマトリクス型表示装置の駆動方
法である。
【００２３】本発明に従えば、アクティブマトリクス型
表示装置では、複数の信号線と複数の走査線とが相互に
交差し、各交差部にスイッチング素子、絵素容量および
補助容量がそれぞれ形成される。補助容量は、一端がス
イッチング素子に接続され、他端が補助容量線に接続さ
れる。各スイッチング素子は、走査線の走査信号によっ
て１垂直期間内の一定の期間だけ選択的に導通状態とな
り、信号線の映像信号で絵素容量および補助容量を充電
する。絵素容量の充電状態に従って画像表示が行われ、
補助容量は絵素容量の充電状態を補強する。スイッチン
グ素子が走査線の走査信号によって遮断状態となってい
る期間中に、映像信号と同極性で予め定める振幅を有す
る信号を与えることによって、スイッチング素子を介さ
ないで、補助容量を介して絵素容量の充電状態が表示輝
度の減少側に変化するように、補助容量線を駆動するの
で、絵素容量による表示は１垂直期間内の一部で行わ
れ、疑似インパルス表示を行うことができる。補助容量
は、アクティブマトリクス型表示装置で１垂直期間内で
補助容量の両端の電極間の電圧をほとんど変化しないよ
うにするために従来から用いられている。この補助容量
を利用して、１垂直期間内に部分的な表示輝度の減少期
間を設けて疑似インパルス表示を行うので、１垂直期間
内で走査期間を短くして輝度減少のための強制的な表示
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期間を設ける必要はなく、またバックライトなどの制御
も行う必要がなく、従来のアクティブマトリクス型表示
装置の構成をほとんど変えずに、疑似インパルス駆動に
よる動画表示性能の向上を図ることができる。
【００２４】また本発明で前記絵素容量は、対向する電
極間に液晶層を有し、該液晶層は、電極間に印加する電
圧が小さいときに表示輝度が高く、電圧が大きいときに
表示輝度が低くなるようにノーマリホワイトの表示モー
ドを用いて表示を行うことを特徴とする。
【００２５】本発明に従えば、絵素容量の対向する電極
間に液晶層が介在され、電極間に印加する電圧が小さい
ときに表示輝度が高く、電圧が大きいときに表示輝度が
低くなるノーマリホワイトの表示モードを用いて画像表
示を行う。補助容量を介して液晶間の電圧が増大するよ
うに駆動して、黒表示期間を設け、疑似インパルス表示
による動画像表示時の残像特性の改善を図ることができ
る。
【００２６】また本発明で、前記スイッチング素子が遮
断状態となっている期間中の予め定める期間は、前記走
査線の走査信号によって各スイッチング素子が選択的に
導通状態となる周期の１０％以上で７０％以下の間であ
ることを特徴とする。
【００２７】本発明に従えば、各走査線の走査信号によ
ってスイッチング素子が選択的に導通状態となる周期の
１０％以上で７０％以下の間の期間、補助容量を介して
表示輝度が減少するような駆動が行われるので、表示輝
度や表示コントラストの大きな低下を招くことなく、表
示輝度を部分的に低下させて、疑似インパルス表示を行
い、動画表示時の残像特性を改善することができる。
【００２８】また本発明で前記補助容量線の駆動は、前
記補助容量を介して生じる絵素容量の両端の電極間の総
変動電位△Ｖｃｓの絶対値｜△Ｖｃｓ｜が、該絵素容量
で表示を行うときの中間輝度表示電圧をＶｃとし、絵素
容量の総容量値をＣｐ、補助容量の容量値をＣｃｓとす
るとき、
｜△Ｖｃｓ｜ ＞ Ｖｃ × Ｃｐ ／ Ｃｃｓ
の条件を満たすように行うことを特徴とする。
【００２９】本発明に従えば、補助容量を介する絵素容
量の充電状態の変化によって、中間輝度表示電圧Ｖｃの
変化よりも大きい変化を与えることができるので、輝度
減少期間で完全な黒表示ではなくても動画像表示におけ
る残像特性の改善を果すことができる。
【００３０】また本発明で前記補助容量線の駆動は、初
期段階でオーバシユート電圧を印加して行うことを特徴
とする。
【００３１】本発明に従えば、補助容量線を介する駆動
の初期段階で、オーバシュート電圧を印加して疑似イン
パルス表示を行うので、表示輝度の減少を迅速に行い、
表示輝度減少のための駆動を行う期間が短くても有効な
疑似インパルス表示を行うことができる。
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【００３２】また本発明で前記補助容量線の駆動は、多
段階のステップ状に電圧を変化させて行うことを特徴と
する。
【００３３】本発明に従えば、補助容量線を介しての表
示輝度を減少させる駆動を、多段階のステップ状に電圧
を変化させて行うので、ドライバの負荷を軽減し、特に
複数の走査線に対して群を形成して補助容量を同時に駆
動する際の駆動を容易にすることができる。
【００３４】
【発明の実施の形態】以下、図面に従って本発明の実施
の各形態の説明を行う。なお、各実施形態で対応する部
分には同一の参照符を付し、重複する説明を省略する。
【００３５】図１は、本発明の実施の基本形態としての
アクティブマトリクス型表示装置１の絵素等価回路を簡
略化して示す。アクティブマトリクス型表示装置１のア
クティブマトリクス２は、複数の信号線２Ｘと複数の走
査線２Ｙとがマトリクス状に配線され、それぞれの交差
部にはＴＦＴがスイッチング素子３として形成されてい
る。各スイッチング素子３には、各操作部近傍に設けら
れる絵素容量としての液晶容量４と、補助容量５とが接
続される。各補助容量５は、両端のうちの一端がスイッ
チング素子３に接続され、他端が補助容量線６に接続さ
れる。
【００３６】アクティブマトリクス２のスイッチング素
子３としてのＴＦＴのドレイン電極には、液晶容量４の
絵素電極７と補助容量５の一端側の補助容量電極８とが
接続される。補助容量線６は、補助容量５の両側の電極
のうち、補助容量電極８とは異なる側の電極に接続さ
れ、補助容量ドライバ９によって駆動される。液晶容量
４の両側の電極のうち、絵素電極７と異なる電極は、対
向電極１０に電気的に接続されている。絵素電極７と対
向電極１０との間に液晶が充填され、絵素電極７と対向
電極１０との間の電圧に従って光学特性が変化し、画像
表示が行われる。なお、液晶を用いる画像表示は、ＴＮ
（Twisted Nematic）モード、ＩＰＳ（In-Plane Switch
ing）モードと呼ばれる横電界モード、ＶＡ（Vertical 
Alignment）モードと呼ばれる垂直配向モードなどが知
られている。ＴＮモードとＶＡモードでは、対向するガ
ラス基板上に絵素電極７と対向電極１０とがそれぞれ形
成される。ＩＰＳモードでは、対向するガラス基板の一
方上に、絵素電極７および対向電極１０が両方とも形成
される。本発明は、ガラス基板間に封入される液晶に対
し、電界が縦方向にかかるＴＮモードやＶＡモードとと
もに、電界が横方向にかかるＩＰＳモードにも適用可能
である。
【００３７】走査線２Ｙは、水平走査方向に配列される
液晶容量４にドレイン電極が接続されるＴＦＴのスイッ
チング素子３のゲート電極に対し、１垂直走査期間で、
１回だけ導通状態となるように選択的に駆動する。スイ
ッチング素子３が導通状態となる走査線２Ｙは、水平走
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査周期毎に、順次隣接する走査線に移行する。各水平走
査周期で、一定期間だけスイッチング素子３は導通状態
となる。ＴＦＴであるスイッチング素子３のソース電極
には、信号線２Ｘが接続され、各信号線２Ｘには信号電
圧が与えられる。各信号線２Ｘと交差する走査線２Ｙ
は、各水平周期毎に順次移行しながら導通状態となるの
で、走査線に与える走査信号によって水平走査方向に配
列される液晶容量４を選択しながら、信号線２Ｘを介し
て液晶容量に信号電圧を充電していくことができる。ま
たこの際に、補助容量５に対する充電も行うことができ
る。
【００３８】従来のアクティブマトリクス型液晶表示装
置では、一旦走査線によってスイッチング素子が導通状
態となるように選択されて絵素容量が充電された後、１
垂直走査周期後に再び走査信号によってスイッチング素
子が導通して次の表示信号で絵素容量が充電されるま
で、一旦充電された絵素容量の電位が変動しないように
補助容量が設けられている。本実施形態のアクティブマ
トリクス型表示装置１では、走査線２Ｙの走査信号でス
イッチング素子３が遮断状態となると、１垂直走査期間
に満たない一定期間表示信号が保持された後、補助容量
５を介して補助容量ドライバ９から振幅△Ｖｃｓから成
るＣｓ信号が印加される。液晶容量４および補助容量５
の容量値をそれぞれＣｌｃおよびＣｃｓとすると、液晶
容量４の絵素電極７と対向電極１０との間の電圧に、△
Ｖｃｌｃ＝△Ｖｃｓ×Ｃｃｓ／（Ｃｃｓ＋Ｃｌｃ）で示
される変化が与えられることになる。この電圧変化△Ｖ
ｃｌｃによって、スイッチング素子３の導通状態で書込
まれる表示信号電圧よりも、表示輝度を低下させるよう
に△Ｖｃｓを定めておけば、疑似インパルス表示のため
の駆動を行うことができる。
【００３９】図２は、図１のアクティブマトリクス型表
示装置１で、液晶容量４でノーマリホワイトの表示モー
ドを用いて画像表示を行うための駆動タイミングを示
す。スイッチング素子３として、ｎチャネル型のＴＦＴ
素子を用いる場合を想定すると、走査信号としては１垂
直周期毎にスイッチング素子３を導通状態のＯＮにする
のに必要なパルスが印加される。この走査パルス幅は、
１垂直期間を走査線２Ｙの数で割った期間以下とする。
１走査線毎に走査パルスが線順次に与えられることによ
って、１垂直期間に全走査線２Ｙに対して走査パルスが
印加される。映像信号は、対向電極１０に与える信号と
の間の電位差が、１走査線毎に反対極性となるように液
晶に印加される。また、１垂直期間毎に反対極性となる
ようにも印加される。液晶容量４間に介在する液晶層の
劣化を避けるために、交流化駆動を行うためである。た
だし、この電位差の極性は、絵素電極７と対向電極１０
との間の相対的な関係で決定されるので、対向電極１０
に印加する信号で極性の反転を行わせるようにすれば、
信号線２Ｘを介して印加する映像信号については、１走
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査線毎に反対極性の信号ではなく、同極性の信号となっ
ていても構わない。
【００４０】走査信号のＯＮパルスによって、その時点
で信号線２Ｘに与えられている映像信号が液晶容量４の
絵素電極７と補助容量５の補助容量電極８とに書込まれ
る。書込まれた信号に対応する電圧は、スイッチング素
子３が遮断状態となった後も保持される。液晶容量４の
両端の絵素電極７と対向電極１０との間に介在する液晶
は、映像信号が印加された後で、一定の応答時間を経た
後、絵素電極７と対向電極９との間の電位差に対応した
光学特性に変調される。この光学特性の変調に基づき、
映像信号に対応したバックライト光の透過率、すなわち
表示輝度が得られる。この間、補助容量線６を介して与
えるＣｓ信号は一定電位、もしくは液晶容量４の対向電
極１０と同一に変動するように、補助容量ドライバ９に
よって駆動される。すなわち、液晶容量４への印加電圧
に変動を与えないように保持される。本実施形態では、
対向電極１０の電位が一定である場合について説明す
る。
【００４１】補助容量線６に与えるＣｓ信号は、ＯＮパ
ルスが与えられた後、スイッチング素子３が遮断状態と
なっている期間中、一定期間経過後に△Ｖｃｓの電位変
化を生じるように与えられる。本実施形態では、ノーマ
リホワイトの表示モードの液晶を用いるので、絵素電極
７に印加されている映像信号の電位と同極性の変化が△
Ｖｃｓとして印加される。液晶容量４の容量値Ｃｌｃ
と、補助容量５の容量値Ｃｃｓとを含む全絵素容量の容
量値をＣｐとした場合、△Ｖｃｓの電位変化によって、
△Ｖｄ＝△Ｖｃｓ×Ｃｃｓ／Ｃｐの式で示される電位変
化△Ｖｄが絵素電極７に発生する。対向電極１０の電位
を基準として絵素電極７の電位を示す絵素電位Ｖｄは、
△Ｖｄの電位変化に基づいて、Ｖｄ′＝Ｖｄ＋△Ｖｄと
変化する。この変化したＶｄ′の絵素電位が、黒表示も
しくは黒に近い表示に対応するように、△Ｖｃｓ，Ｃｌ
ｃ，Ｃｃｓ，Ｃｐ等を設定すれば、疑似インパルス表示
を実現することができる。
【００４２】図３は、各走査線２Ｙに対し、走査信号に
よって定められる１垂直走査期間と、補助容量線６に与
えるＣｓ信号との時間的な関係を示す。垂直期間をｔ
（Ｈ）、１つの垂直期間ｔ（Ｈ）のスタート後から映像
信号の表示を行う映像表示期間をｔ（Ｉ）、その後の輝
度減少期間をｔ（Ｄ）とすると、１０％＜ｔ（Ｄ）／ｔ
（Ｈ）＜７０％になるように設定することが好ましい。
ｔ（Ｄ）／ｔ（Ｈ）の値は、黒表示若しくは黒に近い表
示となる割合であり、この割合が１０％以下となると、
疑似インパルス表示モードの駆動による高速動画での残
像特性の向上の効果が小さくなってしまう。また、黒表
示若しくは黒に近い表示期間が長くなると、表示輝度や
表示コントラストが大きく低下してしまうので、ｔ
（Ｄ）／ｔ（Ｈ）の値が７０％以上となる状態での使用
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は難しいためである。本実施形態では、１垂直期間の７
０％を映像信号の表示を行う映像表示期間ｔ（Ｉ）と
し、３０％を黒表示若しくは黒に近い表示を行う輝度減
少期間ｔ（Ｄ）に割り当てるようにしている。
【００４３】疑似インパルスの表示モードの駆動におい
ては、輝度減少期間で完全な黒表示を行わなくても、黒
に近い表示を行えば、ある程度の残像特性改善の効果を
得ることができる。したがって、前述の△Ｖｄは、液晶
の中間輝度表示電圧をＶｃとする場合、△Ｖｄ＞Ｖｃを
満たせば、平均的な映像信号から考え、ある程度の効果
を期待することができる。すなわち、補助容量信号の変
位△Ｖｃｓは、｜△Ｖｃｓ｜＞Ｖｃ×Ｃｐ／Ｃｃｓの式
で示される範囲で疑似インパルス表示の効果を期待する
ことができる。黒表示電圧５Ｖのノーマリホワイトモー
ドの液晶を使用して、Ｃｐ＝０．４５ｐＦ，Ｃｃｓ＝
０．１５ｐＦ，｜△Ｖｃｓ｜＝１５Ｖとする。このと
き、Ｖｄ＝０の白表示状態でも、△Ｖｄ＝１５×０．１
５／０．４５＝５．０（Ｖ）となり、黒表示が可能とな
る。
【００４４】図４は、本発明の実施の第１形態としての
アクティブマトリクス型表示装置２１の部分的な等価回
路を示す。本実施形態では、走査信号Ｙｎ－１，Ｙｎ，
Ｙｎ＋１，Ｙｎ＋２が順次与えられる走査線２Ｙに沿っ
て並ぶ各液晶容量４の補助容量５に対し、補助容量電極
８と異なる電極を補助容量線６で短絡させ、補助容量線
６を介してドライバで駆動することによって、これらの
絵素電極４に同時に輝度の変調を行うことができるよう
にしている。補助容量線６は、走査線２Ｙと並走するよ
うに設けられ、Ｙｎ－１，Ｙｎ，Ｙｎ＋１，Ｙｎ＋２の
走査信号が与えられる走査線２Ｙに対して、Ｃｎ－１，
Ｃｎ，Ｃｎ＋１，Ｃｎ＋２の補助容量信号がそれぞれ与
えられる補助容量線６が対応する。
【００４５】図５および図６は、図４に示す実施形態の
アクティブマトリクス型表示装置２１を実現するための
絵素の構造の例を示す。走査線２Ｙ間に走査線２Ｙと並
走するように補助容量線６が形成される。図５に示す構
造では、絵素電極７と補助容量線６が重畳する部分に補
助容量電極８が形成される。図６に示す構造では、絵素
電極７とは別に補助容量電極８を形成している。
【００４６】図７は、図４に示す実施形態のアクティブ
マトリクス型表示装置２１での走査信号と補助容量信号
との時間的な関係を示す。走査信号Ｙ１，Ｙ２，Ｙ３，
…，Ｙｎ，Ｙｎ＋１，Ｙｎ＋２のＯＮパルスは、各走査
線毎に一定時間ずつ遅れて順次印加され、１垂直期間内
には全走査線に１回ずつ印加される。各走査線に並走す
る補助容量線には、各走査信号Ｙ１，Ｙ２，Ｙ３，…，
Ｙｎ，Ｙｎ＋１，Ｙｎ＋２のＯＮパルス印加後、１垂直
期間に満たない一定期間経過後に、補助容量信号Ｃ１，
Ｃ２，Ｃ３，…，Ｃｎ，Ｃｎ＋１，Ｃｎ＋２の電位変化
がそれぞれ印加される。すなわち、各補助容量信号Ｃ
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１，Ｃ２，Ｃ３，…，Ｃｎ，Ｃｎ＋１，Ｃｎ＋２の電位
変化は、各走査信号Ｙ１，Ｙ２，Ｙ３，…，Ｙｎ，Ｙｎ
＋１，Ｙｎ＋２のＯＮパルスの１フレーム周期内での一
定時間遅れと同等の遅れをもってシフトしている。
【００４７】図８は、図４に示すアクティブマトリクス
型表示装置２１を駆動するためのドライバを含めた回路
構成を示す。信号線２Ｘは、映像信号ドライバ１１に接
続され、映像信号Ｘｎ－１，Ｘｎ，Ｘｎ＋１，Ｘｎ＋２
がそれぞれ与えられる。走査線２Ｙは、走査信号ドライ
バ１２に接続され、走査信号Ｙｎ－１，Ｙｎ，Ｙｎ＋
１，Ｙｎ＋２にＯＮパルスが時間をずらせながら順次与
えられる。走査線２Ｙと並走する補助容量線６は、補助
容量ドライバ９に接続され、補助容量信号Ｃｎ－１，Ｃ
ｎ，Ｃｎ＋１，Ｃｎ＋２がそれぞれ与えられる。なお、
走査信号ドライバ１２と補助容量ドライバ９との両方の
機能を併せ持つドライバとして、走査線２Ｙおよび補助
容量線６の全てを１つのドライバに接続して駆動するよ
うにすることもできる。
【００４８】図９は、本発明の実施の第２形態としての
アクティブマトリクス型表示装置３１の等価回路を示
す。本実施形態のアクティブマトリクス型表示装置３１
では、ある走査線２Ｙ、たとえば走査信号Ｙｎに対応す
る走査線によってスイッチング素子３が選択されて駆動
される各絵素の補助容量５の両端の電極のうち、補助容
量電極８と異なる電極を１つ前の走査信号Ｙｎ－１を与
える走査線側に接続する。本実施形態では、１つ前の走
査信号に補助容量信号を重畳させて、図３に示す実施形
態と同様の効果を得ることができる。なお、補助容量５
で、補助容量電極８と異なる電極を接続する走査線は、
隣接する走査線であればよく、１つ前の走査信号Ｙｎ－
１を与える走査線ばかりではなく、１つ後の走査信号Ｙ
ｎ＋１を与える走査線を用いることもできる。
【００４９】図１０および図１１は、図９に示す実施形
態のアクティブマトリクス型表示装置３１で各絵素での
電極や信号線の配置の例を示す。図１０では、絵素電極
７が１つ前の走査線２Ｙに重畳する部分に補助容量電極
８が形成されている。図１１では、絵素電極７とは別
に、１つ前の走査線２Ｙに補助容量電極８が形成されて
いる。すなわち本実施形態でも、図３の実施形態のアク
ティブマトリクス型表示装置２１に対して図５および図
６に示すような考え方に基づいて電極および信号線を配
置することができる。
【００５０】図１２は、本実施形態で各走査線２Ｙに与
える走査信号Ｙ１，Ｙ２，Ｙ３，…，Ｙｎ，Ｙｎ＋１，
Ｙｎ＋２間の時間的な関係を示す。図３に示す実施形態
のアクティブマトリクス型表示装置２１に対する図７の
タイミングチャートと比較すれば判るように、各走査信
号Ｙ１，Ｙ２，Ｙ３，…，Ｙｎ，Ｙｎ＋１，Ｙｎ＋２
は、図７に示す走査信号Ｙ１，Ｙ２，Ｙ３，…，Ｙｎ，
Ｙｎ＋１，Ｙｎ＋２に補助容量信号Ｃ１，Ｃ２，Ｃ３，
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…，Ｃｎ，Ｃｎ＋１，Ｃｎ＋２をそれぞれ重畳させた信
号となっている。ある走査線に走査信号のＯＮパルスが
印加されているとき、その走査線の１つ後のタイミング
でＯＮパルスが印加される走査線からスイッチング素子
３を介して補助容量電極８が接続される補助容量５に
は、走査信号のＯＮパルスによっても電位変化が発生す
るけれども、このＯＮパルスは非常に短い期間の変化で
あり、表示には問題になるような影響は生じない。また
補助容量５を介して絵素で黒表示若しくは黒に近い表示
状態とするために輝度を減少させる変化を与えるための
補助容量信号のレベルを、スイッチング素子３をＯＮ状
態にする閾値に達しないようにしておけば、補助容量信
号によってスイッチング素子３が導通しないようにする
ことができる。
【００５１】図１３は、本発明の実施の第３形態として
与える補助容量信号と、走査信号との関係を示す。本実
施形態では、複数本（ｍ本）の補助容量線に同一の補助
容量信号を印加することによって、補助容量５を駆動す
る補助容量ドライバ９を簡素化することができる。すな
わち、Ｙ１，Ｙ２，…，Ｙｍの走査信号が与えられる走
査線にそれぞれ並走する補助容量線に対しては、Ｃ１，
Ｃ２，…，Ｃｍとして同一の補助容量信号を与え、以下
ｍ本の走査線に対してそれぞれ同一の補助容量信号を与
える。
【００５２】図１４は、本実施形態のアクティブマトリ
クス型表示装置４１の回路構成を示す。本実施形態で
は、補助容量ドライバ４９でｍ本毎に短絡される補助容
量線６を駆動する。たとえば、走査線数７６８本のアク
ティブマトリクス型表示装置４１に対して、ｍ＝３２と
することができる。本実施形態のように、複数本の走査
線に対応する補助容量信号を同一のタイミングにする考
え方は、図９に示す実施形態のアクティブマトリクス型
表示装置３１にも適用することができる。ただし、図９
に示すアクティブマトリクス型表示装置３１では、補助
容量５を介する駆動も走査信号ドライバによって行うの
で、元の走査信号Ｙ１，Ｙ２，Ｙ３，…，Ｙｎ，Ｙｎ＋
１，Ｙｎ＋２と重畳する補助容量信号Ｃ１，Ｃ２，Ｃ
３，…，Ｃｎ，Ｃｎ＋１，Ｃｎ＋２をｍ本ずつ同一の信
号として重畳させた信号を、走査信号ドライバから各走
査線に走査信号Ｙ１，Ｙ２，Ｙ３，…，Ｙｎ，Ｙｎ＋
１，Ｙｎ＋２として供給すればよい。
【００５３】補助容量線６は、本来１本毎に分けてそれ
ぞれタイミングを異ならせて駆動することが望ましいけ
れども、上述のように複数本まとめることも可能であ
る。実際には、たとえば特開平１１－２０２２８５号公
報や特開平１１－２０２２８６号公報で、１画面内でバ
ックライトの発光領域を４分割しているように、本発明
でも、少なくとも１画面を４分割に分けるまでは、補助
容量線６を束ねることが可能であると考えられる。つま
り、補助容量線６は、２本から少なくとも１画面を４分
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割する本数までの範囲でまとめて１つの群として同一の
タイミングで駆動することが可能である。ただし、分割
の可否は、残像特性の改善の程度と動画表示に要求され
る画質との関係で、使用者によって許容範囲が異なる筈
である。本発明を適用すれば、上述の範囲に限らず、残
像特性を向上して、動画表示時の視認性を向上させるこ
とができる。
【００５４】図１５は、本発明の実施の第４形態として
の補助容量信号の波形を示す。本実施形態では、補助容
量信号の電位変化時点で、本来必要な変化分△Ｖｃｓの
レベル変化よりも大きなレベル変化を初期段階でオーバ
シュート電圧として印加し、黒表示もしくは黒に近い表
示への液晶の応答を早めている。これによって、動画表
示時の画質を改善することができる。
【００５５】図１６は、本発明の実施の第５形態として
の補助容量信号の波形を示す。本実施形態では、補助容
量信号の所定の変化分△Ｖｃｓを、複数段階に分けてス
テップ状に変化させるようにしている。これによって、
補助容量ドライバの負荷を軽減し、特に複数本の走査線
に対応する補助容量を同一のドライバで駆動するときの
負荷軽減を図ることができる。
【００５６】以上説明した各実施形態では、液晶を用い
て画像の表示を行う場合について説明しているけれど
も、アクティブマトリクスを用いる他の方式の表示でも
残像特性を改善して、動画表示時の画質を向上させるこ
とができる。
【００５７】
【発明の効果】以上のように本発明によれば、アクティ
ブマトリクスを構成する複数の信号線と複数の走査線と
の交点近傍にそれぞれ絵素容量および補助容量が配置さ
れ、絵素容量の充電状態に対応して画像表示が行われ
る。ドライバは、補助容量を介して、絵素容量の充電状
態を表示輝度が減少するように補助容量線を駆動するの
で、絵素容量の充電状態の補強のために設ける補助容量
を利用して、疑似インパルス表示による動画表示時の残
像特性の改善を図ることができる。絵素容量の充電状態
の変化を、スイッチング素子を介さないで行うので、各
絵素容量の駆動周波数を増大させることなく、またバッ
クライトなどの点滅に新たな機能を付加することなく疑
似インパルス表示を行うことができ、大きなコストアッ
プや表示品位の劣化を伴うことなく、高速動画の表示に
対応したアクティブマトリクス型表示装置を実現するこ
とができる。
【００５８】さらに本発明によれば、アクティブマトリ
クスを構成する複数の信号線と複数の走査線との交点近
傍にそれぞれ絵素容量および補助容量が配置され、絵素
容量の充電状態に対応して画像表示が行われる。ドライ
バは、映像信号と同極性の信号が１垂直期間内に少なく
とも１度与えられるように補助容量線を駆動するので、
絵素容量の充電状態の補強のために設ける補助容量を利
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用して、疑似インパルス表示による動画表示時の残像特
性の改善を図ることができる。絵素容量の充電状態の変
化を、スイッチング素子を介さないで行うので、各絵素
容量の駆動周波数を増大させることなく、またバックラ
イトなどの点滅に新たな機能を付加することなく疑似イ
ンパルス表示を行うことができ、大きなコストアップや
表示品位の劣化を伴うことなく、高速動画の表示に対応
したアクティブマトリクス型表示装置を実現することが
できる。
【００５９】また本発明によれば、疑似インパルス表示
を行うための補助容量線の駆動は、隣接する複数の走査
線毎に分けられる群毎に同時に行うので、ドライバの数
を減少させて、コスト低減を図ることができる。
【００６０】また本発明によれば、各走査線と並走する
補助容量線を介して補助容量に対しての表示輝度減少側
の駆動を行うことができる。
【００６１】また本発明によれば、各走査線を介して、
スイッチング素子を選択的に導通状態として絵素容量お
よび補助容量を信号線の表示信号に従って充電するため
の走査信号の印加と、隣接する走査線の走査信号に基づ
いて充電される絵素容量に対する補助容量を介しての表
示輝度減少側への充電状態の変化とを、時間をずらせて
行うことができる。補助容量の駆動を隣接する走査線か
らスイッチング素子を介さないで行うことができるの
で、アクティブマトリクスの構成を簡略化し、製造コス
トを低減することができる。
【００６２】さらに本発明によれば、複数の信号線と複
数の走査線とが相互に交差し、各交差部近傍に全体とし
てマトリクス状に配置される絵素電極に、各交差部に設
けられるスイッチング素子を介して信号線の表示信号を
走査線の走査信号で選択的に充電し、画像表示を行う際
に、絵素電極の表示電圧の保持を補強するために用いる
補助容量に接続される補助容量線を利用して、表示輝度
が減少する期間を設け、疑似的なインパルス表示を行
い、残像特性を改善する駆動を行うことができる。絵素
容量の補強のために補助容量を用いるアクティブマトリ
クス型表示装置の構造に関して大きな変更を加えること
なく、またスイッチング素子を介する駆動に関して、全
体としての走査時間を短縮するような駆動周波数の増大
を招くことなく、疑似的なインパルス表示による高速動
画性能の向上を図ることができる。バックライトなどに
ついても、インパルス表示のための消灯や分割などを行
う必要がなく、大きなコストアップを伴うことなく動画
表示の画質を改善することができる。
【００６３】さらにまた本発明によれば、複数の信号線
と複数の走査線とが相互に交差し、各交差部近傍に全体
としてマトリクス状に配置される絵素電極に、各交差部
に設けられるスイッチング素子を介して信号線の表示信
号を走査線の走査信号で選択的に充電し、画像表示を行
う際に、絵素電極の表示電圧の保持を補強するために用
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いる補助容量に接続される補助容量線を利用して、映像
信号と同極性を有する信号を、１垂直期間に少なくとも
１度与え、疑似的なインパルス表示を行い、残像特性を
改善する駆動を行うことができる。絵素容量の補強のた
めに補助容量を用いるアクティブマトリクス型表示装置
の構造に関して大きな変更を加えることなく、またスイ
ッチング素子を介する駆動に関して、全体としての走査
時間を短縮するような駆動周波数の増大を招くことな
く、疑似的なインパルス表示による高速動画性能の向上
を図ることができる。バックライトなどについても、イ
ンパルス表示のための消灯や分割などを行う必要がな
く、大きなコストアップを伴うことなく動画表示の画質
を改善することができる。
【００６４】また本発明によれば、アクティブマトリク
ス型表示装置でノーマリホワイトの表示モードの液晶表
示を行い、各走査期間中に部分的な黒表示期間を設けて
疑似的なインパルス表示を実現し、動画表示の際の残像
特性を改善することができる。
【００６５】また本発明によれば、表示輝度やコントラ
ストの大きな低下を招くことなく、表示輝度の減少によ
る疑似インパルス表示を行うことができる。
【００６６】また本発明によれば、補助容量線を介して
中間輝度よりも輝度が減少する期間を設けるように駆動
し、疑似インパルス表示によって動画表示の際の残像特
性を改善することができる。
【００６７】また本発明によれば、補助容量線の駆動の
際に、初期にオーバシュート電圧を印加するので、迅速
に表示輝度を低下させ、残像効果を急激に減少させるこ
とができる。
【００６８】また本発明によれば、補助容量線を介する
表示輝度低減のための駆動を、多段階のステップ状に電
圧を変化させて行うので、補助容量線を介して電圧変化
を行わせるドライバの負担を低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の基本形態としてのアクティブマ
トリクス型表示装置１の絵素等価回路図である。
【図２】図１のアクティブマトリクス型表示装置１の駆
動タイミング図である。
【図３】図１のアクティブマトリクス型表示装置１で走
査信号と補助容量信号との関係を示す駆動タイミング図
である。
【図４】本発明の実施の第１形態としてのアクティブマ
トリクス型表示装置２１の等価回路図である。
【図５】図４のアクティブマトリクス型表示装置２１の
各絵素付近の電極および信号線配置の１例を示す図であ
る。
【図６】図３のアクティブマトリクス型表示装置２１の
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各絵素付近の電極および信号線の配置の他の例を示す図
である。
【図７】図４に示すアクティブマトリクス型表示装置２
１の駆動タイミング図である。
【図８】図４に示すアクティブマトリクス型表示装置２
１の電気的構成を示す回路図である。
【図９】本発明の実施の第２形態としてのアクティブマ
トリクス型表示装置３１の等価回路図である。
【図１０】図９に示すアクティブマトリクス型表示装置
３１の各絵素に関する電極および信号線の配置の１例を
示す図である。
【図１１】図９のアクティブマトリクス型表示装置３１
の各絵素に関する電極および信号線の配置の他の例を示
す図である。
【図１２】図９に示すアクティブマトリクス型表示装置
３１の駆動タイミング図である。
【図１３】本発明の実施の第３形態としての駆動タイミ
ングである。
【図１４】図１３に示すタイミングで補助容量の駆動を
行うアクティブマトリクス型表示装置４１の電気的構成
を示す回路図である。
【図１５】本発明の実施の第４形態として補助容量の駆
動を行う場合の補助タイミング図である。
【図１６】本発明の実施の第５形態としての補助容量の
駆動を行う場合の駆動タイミング図である。
【図１７】バックライトを点滅して疑似的なインパルス
表示を行う先行技術の駆動タイミング図である。
【図１８】１フレーム期間内に黒書込み期間を設けて疑
似的なインパルス表示を行う先行技術の駆動タイミング
図である。
【符号の説明】
１，２１，３１，４１  アクティブマトリクス型表示装
置
２  アクティブマトリクス
２Ｘ  信号線
２Ｙ  走査線
３  スイッチング素子
４  液晶容量
５  補助容量
６  補助容量線
７  絵素電極
８  補助容量電極
９，４９  補助容量ドライバ
１０  対向電極
１１  映像信号ドライバ
１２  走査信号ドライバ
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